
全国に62店舗を展開するテイクアンドギヴ・ニーズグループ
のアーセンティア迎賓館浜松で年間約50組の挙式を受け持つ。
約500人のプランナーがそれぞれ行った結婚式を発表する社内
コンテストの「空間演出部門」で過去2回の受賞経験を持つ。
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に行く際に手に持ったランタンの火をサプライ
ズで新婦のお父様に灯してもらい、二人への心
温まるメッセージもいただいたそうです。
黒田さんにとって結婚式とは二人の大切な人
に集まってもらえる唯一の日。「一組一組が一生
に一度です。その重みを常に心に留めながら式
を作り上げ、そこにいる全員が忘れられない日
にしたい」と話します。また、日常業務はハー
ドですが、披露宴後の新郎新婦から「ありがと
う」の言葉をもらったり、ゲストに「こんなに
すてきな結婚式は初めてだったよ」と言われた
りすると、それまでの大変さは吹き飛んで大き
な幸せを感じることができるそうです。
結婚式という一日を、困難に見舞われたとき
も思い出せば二人の距離がグッと近づくような
特別な日にする黒田さん。これから結婚式を挙
げる方には「具体的なイメージを持っている人
はほとんどいません。まずは二人のことをじっ
くり聞かせてほしい。そこから作り上げていき
ましょう」とメッセージを送ります。

二人だけの豪華な邸宅にゲストを招き、まる
で映画のワンシーンのような結婚式を実現でき
るアーセンティア迎賓館。ウエディングプラン
ナーの黒田裕美さんは、人と接するのが大好き
で人を喜ばせる仕事がしたいと、この道を選び
ました。アーセンティアでは、最初の電話から
披露宴のお開きまですべてを一人のプランナー
が担当します。そのため新郎新婦とは自然に打
ち解け、まるで友人のように信頼関係が深まる
そうです。何も描かれていない真っ白なプラン
表から作り上げていく結婚式。二人の趣味、生
い立ち、家族、思い出などの話を聞きながら、
プランを提案していきます。
黒田さんはまず二人のテーマを決めて披露宴
を作り上げていくそう。あるカップルは思い出
の場所が富士山だったため、テーマは「富士山」
に。披露宴会場内にあるステージのような階段
の上を富士山頂、ゲストのテーブルを周辺の地
名などになぞらえて披露宴を行いました。お色
直しの場面では、山頂にいる新婦を新郎が迎え
に行く…そんな愉快な演出をしました。楽しさ
や驚きをもたらすプランを提案しながらも黒田
さんが常に忘れないのは「家族の愛」を表現す
ること。「富士山」のときは、新郎が新婦を迎え

思い出すだけで二人の距離が近づく…
そんな特別な一日に
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